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一
　
は
じ
め
に

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
帝
国
の
大
部
分
が
解
体
し
た
一
九
六
〇
年
代
以
降
も
、
か
つ
て
帝
国
の
一
部
で
あ
っ
た
欧
州
域
外
の
地
域
と
多
様
な
繫

が
り
を
維
持
し
続
け
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
帝
国
と
し
て
の
歴
史
的
経
験
を
有
す
る
地
域
で
発
生
す
る
問
題
に

い
か
に
対
処
す
る
か
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
外
交
政
策
上
の
主
要
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い（
1
）た。
そ
う
し
た
問
題
は
、
多
く
の
場
合
、

「
西
側
」
対
「
東
側
」
と
い
う
単
純
な
二
項
対
立
的
構
図
に
は
収
斂
し
て
お
ら
ず
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
複
雑
に
関
係
し
て
い
た
（
2
）。

　
本
稿
が
取
り
上
げ
る
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
お
け
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
は
、
こ
う
し
た
性
格
を
持
つ
問
題
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
か
つ
て
植
民
地
で
あ
っ
た
南
ア
フ
リ
カ
と
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
も
密
接
な
経
済
的
関
係
を
維
持
し
て

い
た
。
他
方
で
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
人
権
状
況
の
悪
化
を
受
け
、
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
六
年
に
か
け
て
同
国
に
対
す
る
経
済
制

裁
を
求
め
る
国
際
世
論
は
か
つ
て
な
い
高
ま
り
を
見
せ
た
。
と
り
わ
け
英
連
邦
（Com

m
onw

ealth of N
ations

）
に
加
盟
す
る
多
く
の
第

三
世
界
の
国
々
と
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
制
裁
を
実
施
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret Thatcher

）
政
権
は
、
こ
う
し
た
圧
力
に
抗
お
う
と
し
て
英
連
邦
解
体
の
危
機
を
招
い
た
。

　
こ
の
危
機
が
最
終
的
に
鎮
静
化
し
た
の
は
、
一
九
八
六
年
八
月
の
英
連
邦
首
脳
会
議
の
場
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
共
同
で
の
対

南
ア
フ
リ
カ
制
裁
措
置
へ
の
参
加
を
表
明
し
た
時
で
あ
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
、
欧
州
政
治
協
力
や
欧
州
理
事
会
と

い
っ
た
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組（
3
）みを

活
用
し
て
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
が
、
一
九
八
五
年
五
月
の
段
階
か
ら
模
索
さ
れ
て
い
た
。
近
年

の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
帝
国
の
経
験
に
由
来
す
る
欧
州
域
外
世
界
と
の
関
係
は
、
し
ば
し
ば
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
そ
の
加
盟
国
と
の
関
係
の
代

替
的
選
択
肢
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
が
扱
う
問
題
は
、
帝
国
の
経
験
に
由
来
す
る
欧
州
域
外
世
界
で
の
利
害
を
守
る
際
に
Ｅ
Ｃ

加
盟
国
の
枠
組
み
が
活
用
さ
れ
た
点
で
、
興
味
深
い
事
例
な
の
で
あ
る
。
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で
は
、
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
の
南
ア
フ
リ
カ
政
策
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
が
活
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の

南
ア
フ
リ
カ
政
策
を
包
括
的
に
検
討
し
た
唯
一
の
研
究
で
あ
る
パ
ー
ク
ス
（John Frederick Parks

）
の
未
公
刊
博
士
論
文
は
、
Ｅ
Ｃ
加

盟
国
間
の
協
力
に
つ
い
て
も
一
つ
の
章
を
割
い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
、
主
と
し
て
同
時
代
の
報
道
や
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
で
ど
の
程
度
の
影
響
力
を
発
揮
で
き
た
の
か
を
分
析
し
、
同
国
が
他
の
加
盟
国
か
ら

の
圧
力
を
受
け
つ
つ
も
僅
か
な
妥
協
で
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
決
定
者
が
Ｅ
Ｃ
加
盟

国
の
枠
組
み
を
活
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
に
近
い
加
盟
国
が
比
較
的
多
い
枠
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
国
際
的
非

難
を
遮
断
す
る
た
め
に
有
用
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
簡
単
に
言
及
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い（
4
）る。

南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
経
済
制
裁
は
、
欧
州

政
治
協
力
の
重
要
事
例
と
し
て
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
研
究
者
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
き
た
が
、
そ
こ
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
な
ぜ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠

組
み
を
選
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん
だ
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な（
5
）い。
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
は
英
連
邦
や
国
連
な
ど
と
同
じ
く
イ

ギ
リ
ス
が
制
裁
を
実
施
す
る
よ
う
圧
力
を
受
け
た
場
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
が
主
体
的
に
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠

組
み
を
活
用
し
た
側
面
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
主
と
し
て
二
〇
一
〇
年
代
以
降
に
公
開
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
公
文
書
を
分
析（
6
）し、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間

の
外
交
政
策
協
力
を
い
か
な
る
理
由
か
ら
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
単
に
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
で
何
が
議
論

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
合
意
に
至
っ
た
の
か
だ
け
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
活
用
す
る
こ
と
に
イ
ギ
リ
ス
が
い

か
な
る
利
点
を
見
出
し
て
い
た
の
か
に
焦
点
を
当
て
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
活
用
す
る
上
で
イ
ギ
リ
ス
が
懸
念
し
て
い
た

リ
ス
ク
に
も
着
目
し
な
が
ら
、
一
九
八
五
年
当
初
は
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
効
果
的
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
な
ぜ
翌
年

に
は
同
じ
枠
組
み
を
有
効
に
活
用
で
き
た
の
か
、
と
い
う
先
行
研
究
が
見
落
と
し
て
き
た
問
題
に
も
光
を
当
て
る
。

　
以
下
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
二
章
に
お
い
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
に
対
す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
姿
勢
の
全
般
的
特
徴
を
示
し
た
上
で
、

続
く
第
三
章
お
よ
び
第
四
章
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
い
か
に
活
用
し
た
の
か
を
時
系
列
的
に
辿
っ
て
い
く
。
最
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後
に
、
第
五
章
に
お
い
て
本
稿
の
結
論
を
ま
と
め
、
そ
の
含
意
を
述
べ
る
。

二
　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
南
ア
フ
リ
カ
に
存
在
し
た
様
々
な
人
種
差
別
的
な
政
策
や
制
度

の
総
称
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
系
移
民
の
子
孫
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
ー
を
支
持
基
盤
と
す
る
国
民
党
政
権
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
少
数
派

の
「
白
人
」
が
多
数
派
の
「
非
白
人
」
を
支
配
し
た
。
全
て
の
南
ア
フ
リ
カ
人
が
、「
白
人
」「
カ
ラ
ー
ド
」「
イ
ン
ド
人
」「
ア
フ
リ
カ

人
」
と
い
う
四
つ
の
「
人
種
」
に
分
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
人
種
別
に
居
住
区
が
指
定
さ
れ
、
異
人
種
間
の
結
婚
も
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、

参
政
権
や
職
業
選
択
の
自
由
は
「
白
人
」
の
み
に
認
め
ら
れ
、
公
共
施
設
も
白
人
用
と
非
白
人
用
が
分
離
さ
れ
た
。
一
九
七
六
年
の
ソ

ウ
ェ
ト
蜂
起
以
降
、
南
ア
フ
リ
カ
の
国
民
党
政
権
は
限
定
的
な
改
革
を
実
施
し
て
い
た
が
、
差
別
的
な
制
度
は
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て

も
大
部
分
で
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　
一
九
八
四
年
九
月
三
日
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
郊
外
の
黒
人
居
住
区
で
暴
動
が
発
生
し
た
。
暴
動
の
直
接
の
引
き
金
は
住
宅
の
賃
貸
料

の
値
上
げ
だ
っ
た
が
、
根
本
的
な
原
因
は
こ
の
日
施
行
さ
れ
た
新
憲
法
へ
の
不
満
に
あ
っ
た
。
こ
の
憲
法
で
は
、
従
来
か
ら
の
白
人
議
会

の
ほ
か
に
「
カ
ラ
ー
ド
」
と
「
イ
ン
ド
人
」
が
別
々
の
議
会
を
持
つ
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
が
、
南
ア
フ
リ
カ
の
人
口
の
七
割
を
占
め
る

「
黒
人
」
に
は
参
政
権
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
日
以
降
、
暴
動
や
就
業
・
授
業
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
な
ど
が
南
ア
フ
リ
カ
各
地
に
拡
大

し
、
同
国
史
上
最
大
規
模
の
白
人
支
配
に
対
す
る
抵
抗
運
動
に
発
展
し（
7
）た。

対
す
る
南
ア
フ
リ
カ
政
府
は
、
黒
人
居
住
区
に
警
官
隊
や
軍

を
配
置
し
て
、
抵
抗
運
動
を
暴
力
的
に
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
世
界
中
に
伝
わ
り
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
制
裁
実
施
に
向
け
て
の
機
運
は
か
つ
て
な
い
高
ま

り
を
見
せ
た
。
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
六
年
に
か
け
て
の
同
国
に
対
す
る
国
際
的
非
難
の
強
さ
は
、
一
九
六
〇
年
の
シ
ャ
ー
プ
ビ
ル
虐
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殺
事
件
や
一
九
七
六
年
の
ソ
ウ
ェ
ト
蜂
起
の
直
後
を
も
上
回
っ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
国
際
社
会
に
お
い
て
、

人
権
規
範
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ（
8
）る。

実
際
、
当
時
の
南
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
言
説
の
中
で

は
、「
人
権
」
概
念
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
に
と
っ
て
「
人
権
」
に
訴
え
る
手
法
に
は
、
ソ
連
国
内
の

人
権
状
況
を
盛
ん
に
批
判
す
る
西
側
各
国
政
府
に
対
し
て
、
南
ア
フ
リ
カ
の
人
権
状
況
を
無
視
す
る
こ
と
の
矛
盾
を
指
摘
で
き
る
と
い
う

実
際
上
の
利
点
も
あ
っ（
9
）た。

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
。
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
か
つ
て
の
植
民
地
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
と
、
一
九
八
五
年
当
時

に
お
い
て
も
密
接
な
経
済
的
関
係
を
有
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
南
ア
フ
リ
カ
に
と
っ
て
の
最
大
の
投
資
国
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
南
ア
フ

リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
一
三
番
目
に
大
き
い
輸
出
市
場
で
あ
り
、
一
五
万
人
の
雇
用
が
南
ア
フ
リ
カ
と
の
貿
易
に
依
存
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
南
ア
フ
リ
カ
国
民
の
う
ち
一
〇
〇
万
人
が
、
申
請
す
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
る
資
格
を
持
っ
て
い
）
10
（
た
。
そ
の

上
、
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
へ
の
ソ
連
の
影
響
力
浸
透
を
防
ぐ
と
い
う
冷
戦
戦
略
の
観
点
か
ら
も
、
南
ア
フ
リ
カ
は
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
っ
た
。
他
方
で
、
国
外
か
ら
は
英
連
邦
に
加
盟
す
る
第
三
世
界
の
国
々
が
、
国
内
に
お
い
て
は
野
党
労
働
党
や
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運

動
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
て
い
っ
た
。

　
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
を
務
め
て
い
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
そ
れ
自
体
に
は
一
貫
し
て
反
対
し
て
い
）
11
（

た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー

は
、
一
九
六
二
年
以
来
獄
中
に
あ
っ
た
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
の
指
導
者
マ
ン
デ
ラ
（N

elson M
andela

）
を
釈
放
す
る
よ
う
南
ア
フ

リ
カ
政
府
に
求
め
続
け
て
い
）
12
（

た
。
そ
の
一
方
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
経
済
制
裁
に
強
く
反
対
し
て
い
た
。
経
済
制
裁

は
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
利
益
を
損
ね
る
上
に
、
南
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
に
も
経
済
的
損
害
を
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
は
、
制
裁
の
圧
力
に
よ
っ
て
南
ア
フ
リ
カ
政
府
が
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
撤
廃
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
極
め
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
最
善
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
経
済
制
裁
に
依
る
こ
と
な
く
南
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ー
タ
（Pieter W

illem
 Botha

）
政
権
を
説

得
し
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
撤
廃
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
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経
済
制
裁
へ
の
反
対
と
い
う
点
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
孤
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
も
経

済
制
裁
の
効
果
に
懐
疑
的
な
意
見
が
支
配
的
で
あ
り
、
ハ
ウ
（G

eoffrey H
ow

e

）
外
相
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
）
13
（

た
。
ま
た
サ
ッ
チ
ャ
ー

の
姿
勢
は
、
少
な
く
と
も
一
九
八
五
年
時
点
で
は
、
大
多
数
の
保
守
党
支
持
者
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
。
独
立
後
の
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸

国
が
経
済
的
苦
境
に
陥
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
、
南
ア
フ
リ
カ
の
白
人
支
配
を
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
保
守

党
支
持
者
が
増
加
し
て
い
た
。
南
ア
フ
リ
カ
は
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
比
べ
て
相
対
的
に
安
定
し
、
経
済
的
に
も
繁
栄
し
て
い
た
か
ら
で

あ
）
14
（
る
。
加
え
て
、
対
ロ
ー
デ
シ
ア
経
済
制
裁
が
機
能
し
な
か
っ
た
経
験
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
は
経
済
制
裁
と
い
う
手
法
へ
の
強
い
懐

疑
も
存
在
し
）
15
（

た
。

　
そ
の
一
方
で
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
南
ア
フ
リ
カ
政
策
に
お
い
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
個
性
が
発
揮
さ
れ
た
面
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
英
連
邦
諸
国
や
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
の
交
渉
の
場
で
発
揮
さ
れ
た
非
妥
協
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
後
述
す
る
南
ア
フ
リ
カ
政
策
を
め
ぐ

る
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
外
務
省
の
対
立
も
、
ハ
ウ
が
回
顧
録
の
中
で
認
め
る
よ
う
に
、
大
部
分
で
「
実
質
」
で
は
な
く
「
ス
タ
イ
ル
」
を
め
ぐ

る
対
立
で
あ
っ
）
16
（

た
。三

　
機
能
し
な
か
っ
た
協
力
、
一
九
八
五
年

㈠
　
幻
の
共
同
声
明
案

　
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
郊
外
で
一
九
八
四
年
九
月
に
始
ま
っ
た
暴
動
は
、
南
ア
フ
リ
カ
各
地
に
拡
大
し
、
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。

シ
ャ
ー
プ
ビ
ル
虐
殺
事
件
か
ら
二
五
周
年
と
な
っ
た
一
九
八
五
年
三
月
二
一
日
に
は
、
ケ
ー
プ
州
東
部
の
黒
人
居
住
区
ラ
ン
ガ
で
、
殺
害

さ
れ
た
活
動
家
の
葬
儀
に
参
列
し
て
い
た
黒
人
た
ち
に
警
官
隊
が
発
砲
し
、
少
な
く
と
も
二
〇
人
が
死
亡
し
た
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
白
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人
支
配
に
対
す
る
抵
抗
運
動
は
一
層
強
ま
り
、
南
ア
フ
リ
カ
国
内
の
治
安
は
悪
化
し
続
け
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
国
際
的
非
難
は
高
ま
り
続
け
た
。
と
り
わ
け
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
抗
議
行
動
の
活
発
化
は
顕
著
だ
っ
た
。
一
九
八
四
年
秋
以
降
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
大
使
館
前
で
毎

日
の
よ
う
に
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
、
一
九
八
五
年
七
月
ま
で
に
連
邦
議
会
議
員
二
三
人
を
含
む
約
二
九
〇
〇
人
が
逮
捕
さ
れ
）
17
（
た
。
同
年
四

月
か
ら
は
全
米
各
地
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
が
抗
議
行
動
を
実
施
し
、
南
ア
フ
リ
カ
と
取
引
し
て
い
る
企
業
へ
の
投
資
を
引
き
上

げ
る
よ
う
大
学
当
局
に
求
め
た
。
こ
れ
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
以
来
最
大
規
模
の
学
生
に
よ
る
抗
議
行
動
で
あ
っ
）
18
（
た
。
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会

で
は
、
民
主
党
議
員
の
大
多
数
と
少
な
か
ら
ぬ
共
和
党
議
員
が
何
ら
か
の
形
で
の
経
済
制
裁
を
必
要
視
し
て
い
）
19
（

た
。

　
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
国
内
の
動
向
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
強
い
懸
念
を
抱
い
た
。
レ
ー
ガ
ン
（Ronald Reagan

）
政
権
は
、
一
九
八
一

年
に
発
足
し
て
以
来
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対
し
て
ク
ロ
ッ
カ
ー
（Chester Crocker

）
国
務
次
官
補
が
考
案
し
た
「
建
設
的
関
与

（constructive engagem
ent

）」
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
政
策
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
経
済
的
圧
力
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
関
与
を
維

持
し
な
が
ら
同
国
の
変
化
を
促
そ
う
と
い
う
政
策
で
あ
り
、
主
と
し
て
地
政
学
上
の
考
慮
に
基
づ
い
て
い
）
20
（

た
。
も
し
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
議

会
か
ら
の
圧
力
に
屈
し
て
現
状
の
政
策
を
変
更
す
れ
ば
、
孤
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
国
際
社
会
か
ら
の
非
難
が
集
中
す
る
こ
と
は
目
に
見
え

て
い
）
21
（

た
。

　
と
り
わ
け
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
は
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
英
連
邦
首
脳
会
議
の
場
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
他
の

英
連
邦
諸
国
か
ら
非
難
の
集
中
砲
火
を
浴
び
る
事
態
で
あ
っ
た
。
多
く
の
英
連
邦
加
盟
国
は
、
か
つ
て
英
連
邦
の
加
盟
国
で
あ
っ
た
南
ア

フ
リ
カ
の
状
況
を
深
く
憂
慮
し
、
同
国
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
求
め
て
い
）
22
（

た
。
一
九
八
五
年
春
の
時
点
で
、
英
連
邦
加
盟
四
九
ヵ
国
の
う

ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
他
に
経
済
制
裁
に
反
対
し
て
い
た
の
は
カ
ナ
ダ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
だ
け
で
あ
り
、
後
者
の
姿
勢
は
既
に
揺
ら
ぎ
始

め
て
い
た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の
英
連
邦
加
盟
国
が
、
孤
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
対
抗
措
置
を
と
る
事
態
も
考
え
ら
れ
）
23
（

た
。
一
九

七
九
年
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
が
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
の
資
産
を
接
収
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
か
っ
）
24
（
た
。
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一
九
八
五
年
四
月
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
は
、
経
済
制
裁
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
国
際
的
孤
立
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策
が
検

討
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
一
九
八
五
年
五
月
上
旬
に
リ
ー
ヴ
（Anthony Reeve

）
南
部
ア
フ
リ
カ
局
長
が
一
つ
の
案
を
考
え
出
し
た
。

そ
れ
は
、
六
月
末
に
ミ
ラ
ノ
で
開
催
予
定
の
欧
州
理
事
会
で
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
首
脳
が
南
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
共
同
声
明
を
出
し
、
問
題
の

永
続
的
解
決
の
た
め
に
南
ア
フ
リ
カ
の
白
人
市
民
と
黒
人
市
民
が
共
に
従
う
べ
き
原
則
を
示
す
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ス
ト
で
あ

る
リ
ー
ヴ
は
、
一
九
八
〇
年
六
月
に
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
首
脳
が
合
意
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
し
て
当
事
者
が
従
う
べ
き
原
則
を
定
め
た

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宣
言
」
か
ら
こ
の
案
の
着
想
を
得
て
い
）
25
（
た
。

　
原
則
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府
に
対
す
る
要
求
と
し
て
、
無
条
件
か
つ
即
時
に
マ
ン
デ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
政
治

指
導
者
た
ち
を
釈
放
す
る
こ
と
、
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
（African N

ational Congress: 

Ａ
Ｎ
Ｃ
）
や
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ス
ト
会
議
（Pan 

Africanist Congress of Azania: 
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
な
ど
の
反
体
制
組
織
を
合
法
化
す
る
こ
と
、
裁
判
な
し
で
の
勾
留
を
止
め
る
こ
と
、
強
制
移
住

を
廃
止
す
る
こ
と
、
全
て
の
南
ア
フ
リ
カ
人
に
共
通
の
市
民
権
を
与
え
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
他
方
で
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
や
Ｐ
Ａ

Ｃ
な
ど
の
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
組
織
に
対
し
て
も
、
暴
力
の
行
使
を
放
棄
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
）
26
（

た
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
双
方
の

当
事
者
に
歩
み
寄
り
を
求
め
た
点
に
お
い
て
、
内
容
面
で
も
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宣
言
」
に
似
て
い
）
27
（
た
。

　
複
数
の
国
か
ら
な
る
枠
組
み
で
共
同
の
立
場
を
形
成
で
き
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
孤
立
を
覆
い
隠
し
、
国
際
的
非
難
の
集
中
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
枠
組
み
の
中
に
経
済
制
裁
を
望
む
国
が
現
れ
て
も
、
共
同
声
明
の
存
在
を
根
拠
と
し
て
そ
う
し
た
国
の
動
き
を
押
し

と
ど
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
は
一
九
八
〇
年
に
合
意
し
た
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宣
言
」
に
既
に
五
年
に
わ
た
っ
て
関
与

し
続
け
て
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
南
ア
フ
リ
カ
政
策
に
関
し
て
、
他
の
枠
組
み
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
に
近
い
合
意
を
作
れ
る
枠
組
み
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

当
然
な
が
ら
大
多
数
の
国
が
経
済
制
裁
を
求
め
て
い
る
英
連
邦
や
国
連
は
、
こ
う
し
た
枠
組
み
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
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の
立
場
は
イ
ギ
リ
ス
に
近
か
っ
た
が
、
議
会
か
ら
の
圧
力
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国

内
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
加
盟
国
が
制
裁
実
施
を
望
ん
で
い
た
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
は
多
く
の
加

盟
国
は
制
裁
に
さ
ほ
ど
積
極
的
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
が
共
同
の
立
場
を
形
作
れ
る
枠
組
み
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
）
28
（
た
。

　
第
二
に
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
に
は
幅
広
い
国
々
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
国
際
的
非
難
か
ら
の
隠
れ
蓑
と
す
る
の
に
都
合
が
よ

か
っ
た
。
リ
ー
ヴ
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
議
会
か
ら
の
圧
力
に
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
英
米
二
ヵ
国
だ
け
で
は
国
際
的
批
判

に
耐
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
）
29
（
た
。
ま
た
、
ナ
ミ
ビ
ア
問
題
に
関
す
る
五
ヵ
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
）
の
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
必
要
と
し
て
い
る
「
仲
間
の
幅
広
さ
」
が
欠
如
し
て
い
る
と
記

し
て
い
る
。
国
際
的
な
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
は
、「
や
や
急
進
的
な
国
（relatively radical countries

）」
も
い
く
つ
か
含
ん
だ
幅
広
い

枠
組
み
の
方
が
望
ま
し
か
っ
た
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
リ
ー
ヴ
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
一
〇
ヵ
国
が
「
最
も
自
明
の
グ
ル
ー
プ
」
だ
と
考
え
て

い
た
の
で
あ
）
30
（
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
に
よ
る
共
同
声
明
の
利
点
に
つ
い
て
理
解
を
示
す
者
が
多
か
っ
た
。
リ
フ
キ
ン
ド

（M
alcolm

 Rifkind

）
外
務
閣
外
相
は
、「
共
同
体
」
か
ら
の
支
援
は
、
英
連
邦
首
脳
会
議
に
お
い
て
も
英
国
議
会
に
お
い
て
も
「
非
常
に

役
に
立
つ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
）
31
（
る
。
そ
の
一
方
で
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
で
イ
ギ
リ
ス
の
望
む
合
意
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
念
も
示
さ
れ
）
32
（

た
。
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
制
裁
に
積
極
的
な
加
盟
国
も
存
在
し
た
た
め
で
あ

る
。
最
終
的
に
ハ
ウ
外
相
は
六
月
四
日
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
協
議
し
、
い
く
つ
か
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
非
公
式
に
協
議
す
る
こ
と
へ
の
同
意
を

得
）
33
（

た
。

　
し
か
し
、
欧
州
理
事
会
が
近
づ
く
中
で
、
ハ
ウ
が
再
び
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
否
定
的
な
反
応
が
返
っ
て
き
た
。
サ
ッ

チ
ャ
ー
が
懸
念
し
た
の
は
、
他
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
望
ま
し
く
な
い
内
容
の
合
意
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
六

月
一
四
日
に
南
ア
フ
リ
カ
の
特
殊
部
隊
が
ボ
ツ
ワ
ナ
に
侵
入
し
、
首
都
ガ
ボ
ロ
ー
ネ
に
あ
る
「
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
拠
点
」
を
攻
撃
し
、
オ
ラ
ン
ダ
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人
が
死
亡
し
て
い
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
こ
の
事
件
を
受
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
と
し
た
一
部
の
加
盟
国
が
制
裁
を
一
層
強
く
求
め
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
た
の
で
あ
）
34
（

る
。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
構
想
を
紹
介
し
て
き
た
理
由
は
、
一
連
の
や
り
取
り
に
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠

組
み
に
い
か
な
る
利
点
と
リ
ス
ク
を
見
て
い
た
の
か
が
表
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
他
の
加
盟
国
と
の
相
対
的
な
意
見
の
近
さ
と
、
加
盟

国
の
幅
広
さ
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
隠
れ
蓑
に
な
り
え
た
。
他
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
く
つ

か
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
の
間
に
は
立
場
の
相
違
も
あ
り
、
望
ま
な
い
合
意
を
強
い
ら
れ
る
リ
ス
ク
も
あ
っ
た
。
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
南
ア
フ

リ
カ
政
策
は
、
孤
立
し
て
で
も
制
裁
に
反
対
し
続
け
る
か
、
多
少
の
妥
協
を
受
け
入
れ
て
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間
の
合
意
を
つ
く
る
か
、
ど
ち
ら

が
望
ま
し
い
か
を
比
較
衡
量
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

㈡
　
短
命
に
終
わ
っ
た
共
同
声
明

　
イ
ギ
リ
ス
の
構
想
は
以
上
の
経
緯
か
ら
見
送
ら
れ
た
も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
の
要
求
に
応
じ
る
形
で
、
結
局
南
ア
フ
リ
カ
は
ミ
ラ
ノ
欧
州

理
事
会
の
議
題
と
な
っ
）
35
（
た
。
当
時
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
首
脳
に
と
っ
て
の
最
大
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
欧
州
共
同
体
の
機
構
改
革
の
た
め
に
政
府

間
会
議
を
開
催
す
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
南
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
欧
州
理
事
会
と
同
時
並
行
で
開
催
さ
れ
る
欧
州
政
治

協
力
の
政
治
委
員
会
で
、
先
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
議
長
国
イ
タ
リ
ア
が
用
意
し
た
共
同
声
明
の
草
案
は
控
え
め
な
内
容
だ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
が
、
一
定
期
間
の
後
に
南
ア

フ
リ
カ
で
大
き
な
変
化
が
な
け
れ
ば
、
経
済
制
裁
を
検
討
す
る
と
い
う
文
言
を
加
え
よ
う
と
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
西
ド
イ
ツ
お
よ
び
ベ
ル

ギ
ー
と
と
も
に
、
こ
の
動
き
に
反
対
し
た
。
そ
の
夜
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
ハ
ウ
外
相
と
政
治
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た
ト
ー
マ
ス
（D

erek 

Thom
as

）
事
務
次
官
代
理
に
対
し
て
、
経
済
制
裁
へ
の
い
か
な
る
形
で
の
言
及
も
認
め
な
い
よ
う
求
め
た
。
翌
日
の
午
前
に
再
び
開
催

さ
れ
た
政
治
委
員
会
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
で
変
化
が
な
か
っ
た
場
合
に
「
態
度
を
再
検
討
す
る
権
利
を
残
す
」
と
フ
ラ
ン
ス
が
表
現
を
和
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ら
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
は
反
対
し
て
孤
立
し
）
36
（
た
。

　
ま
た
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
に
反
対
す
る
者
も
含
め
て
」
全
て
の
当
事
者
に
よ
る
暴
力
に
反
対
す
る
と
い
う
文
言
を
共

同
声
明
に
加
え
た
が
っ
て
い
た
。
Ａ
Ｎ
Ｃ
に
よ
る
武
力
闘
争
が
、
か
え
っ
て
南
ア
フ
リ
カ
政
府
の
改
革
を
妨
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
言
は
抑
圧
者
と
被
抑
圧
者
を
同
等
に
扱
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
他
の
全
て
の
加
盟
国
が
イ
ギ
リ
ス
を
激

し
く
非
難
し
た
。
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
い
た
あ
る
外
交
官
は
、
そ
れ
ま
で
欧
州
政
治
協
力
の
場
で
見
た
中
で
最
も
怒
り
に
満
ち
た
イ
ギ

リ
ス
へ
の
非
難
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
二
日
間
に
わ
た
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
た
が
、
結
局
、
首
脳
レ
ベ
ル
で
草
案
を
検
討
す
る
段
階

に
は
進
め
な
か
っ
）
37
（

た
。

　
ミ
ラ
ノ
欧
州
理
事
会
の
後
も
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
共
同
声
明
を
求
め
続
け
た
。
や
は
り
そ
の
狙
い
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国

が
「
共
通
の
政
策
」
を
と
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
の
孤
立
を
覆
い
隠
し
、
英
連
邦
首
脳
会
議
で
の
批
判
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
ミ
ラ
ノ
で
イ
ギ
リ
ス
が
孤
立
し
た
二
つ
の
点
に
つ
い
て
妥
協
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
）
38
（
た
。
七
月
一
二
日
に
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
と
協
議
し
た
ハ
ウ
は
、
前
日
に
ア
メ
リ
カ
上
院
議
会
で
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
含
ん
だ
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
法

案
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
の
更
な
る
兆
し
だ
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
英
連
邦

首
脳
会
議
で
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
を
強
め
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
声
明
が
必
要
だ
と
進
言
し
）
39
（

た
。

　
こ
の
と
き
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
声
明
の
中
で
南
ア
フ
リ
カ
が
と
る
べ
き
ス
テ
ッ
プ
を
明
確
に
示
せ
ば
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
に
経
済
制
裁
に
向
け
て
の
圧
力
を
更
に
強
め
て
し
ま
う
、
と
懸
念
を
示
し
た
。
ま
た
、
彼
女
は
、
他
の
加
盟
国
が
声
明
を
イ
ギ
リ
ス
に

受
け
入
れ
難
い
内
容
に
修
正
す
る
リ
ス
ク
も
指
摘
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
ハ
ウ
が
望
む
の
で
あ
れ
ば
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の

文
書
に
合
意
し
て
も
構
わ
な
い
と
述
べ
、
最
終
手
段
と
し
て
で
は
あ
る
が
文
言
に
関
し
て
妥
協
す
る
こ
と
も
認
め
）
40
（
た
。

　
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
は
七
月
二
二
日
に
共
同
声
明
に
合
意
し
）
41
（

た
。
イ
ギ
リ
ス
は
声
明
の
文
言
に
関
し
て
上
述
の
二
つ
の
点
で
妥
協
し
た
が
、
全

体
と
し
て
見
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
内
容
と
な
っ
た
。
ハ
ウ
は
英
連
邦
首
脳
会
議
と
国
連
総
会
に
向
け
て
「
こ
の
文
書
の
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全
体
は
真
の
価
値
を
持
つ
だ
ろ
う
」
と
評
価
し
）
42
（
た
。
英
連
邦
内
に
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ニ
エ
レ
レ
（Julius N

yerere

）
大
統
領
の
よ
う
に

Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
声
明
を
歓
迎
す
る
指
導
者
も
い
）
43
（

た
。

　
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
期
待
に
反
し
て
、
こ
の
声
明
は
他
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
制
裁
に
向
け
て
の
動
き
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
七
月
二
四
日
に
、
他
の
加
盟
国
と
協
議
す
る
こ
と
な
）
44
（
く
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
経
済
制

裁
を
呼
び
か
け
る
決
議
案
を
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
提
出
し
た
た
め
で
あ
る
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
（François M

itterrand

）
が
当
選
し
た
一

九
八
一
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
は
第
三
世
界
に
お
け
る
人
権
擁
護
を
掲
げ
て
い
）
45
（
た
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
政
府
内
で
、
制
裁

に
向
け
て
の
動
き
を
主
導
し
て
い
た
フ
ァ
ビ
ウ
ス
（Laurent Fabius

）
首
相
は
、
自
ら
の
「
心
の
底
か
ら
の
信
念
」
に
従
っ
た
行
動
だ
っ

た
と
回
顧
し
て
い
）
46
（
る
。
他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
内
に
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
英
語
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
市
場
に
参
入
し
た

い
と
い
う
思
惑
も
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
研
究
も
あ
）
47
（

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
フ
ラ
ン
ス
の
単
独
行
動
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
「
共
通
の

立
場
」
は
僅
か
二
日
で
崩
壊
し
た
。

　
そ
の
後
も
制
裁
に
向
け
て
の
機
運
は
着
実
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
八
月
一
五
日
の
ボ
ー
タ
大
統
領
に
よ
る
「
ル
ビ
コ
ン
演
説
」
は
、
黒

人
議
会
の
創
設
、
一
人
一
票
制
の
導
入
、
マ
ン
デ
ラ
の
釈
放
を
明
確
に
拒
否
し
て
い
た
。
欧
米
諸
国
か
ら
の
事
前
の
期
待
が
高
か
っ
た
だ

け
に
、
失
望
も
大
き
か
っ
た
。
南
ア
フ
リ
カ
の
治
安
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
死
者
は
増
え
続
け
る
一
方
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
は

労
働
党
が
経
済
制
裁
を
実
施
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
を
強
め
）
48
（

た
。
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
議

会
に
請
願
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、
す
ぐ
に
二
〇
万
人
の
署
名
を
集
め
）
49
（
た
。
英
連
邦
内
で
は
、
そ
れ
ま
で
唯
一
イ
ギ
リ
ス
に
近
い
立
場
を

と
っ
て
い
た
カ
ナ
ダ
が
、
経
済
制
裁
に
積
極
的
な
姿
勢
に
転
じ
）
50
（

た
。
欧
州
政
治
協
力
の
場
に
お
い
て
も
、
制
裁
を
望
む
加
盟
国
は
イ
ギ
リ

ス
へ
の
圧
力
を
強
め
て
い
っ
）
51
（
た
。
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㈢
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
合
意
へ
の
参
加

　
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
八
五
年
九
月
二
五
日
に
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
共
同
で
の
制
裁
措
置
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
合
意
）
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
そ
の
二
週
間
前
の
九
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
欧
州
政
治
協
力
の
外
相
会
議
の
場
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
制
裁
措
置
に
反
対
し
て
孤
立

し
て
い
た
。
最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス
が
姿
勢
を
転
換
し
た
背
後
に
は
、
い
か
な
る
力
学
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
合
意
へ
の
参
加
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
何
か
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
九
月
一
〇
日
の
外
相
会
議
で
は
、
八
月
末
に
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
代
表
団
が
南
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対

す
る
措
置
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
会
談
に
先
立
つ
九
月
八
日
に
は
欧
州
各
国
の
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
の

代
表
者
た
ち
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
集
ま
り
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
に
対
し
て
南
ア
フ
リ
カ
に
厳
し
い
措
置
を
と
る
よ
う
に
求
め
て
い
）
52
（

た
。
ま
た
、

前
日
の
九
日
に
は
、
本
格
的
な
経
済
制
裁
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
議
会
に
先
ん
じ
て
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
限
定
的
な
制
裁
の
実
施
を
発
表

し
て
い
）
53
（

た
。
ア
メ
リ
カ
の
変
化
を
受
け
て
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
で
も
制
裁
を
実
施
す
べ
き
だ
と
い
う
機
運
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
）
54
（

た
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
代
表
し
て
外
相
会
議
に
出
席
し
た
リ
フ
キ
ン
ド
閣
外
相
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
劣
ら
ず
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
制
裁
に

反
対
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
リ
フ
キ
ン
ド
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
か
ら
ロ
ー
デ
シ
ア
の
土
地
政
策
に
関
す
る
論
文
で
修
士
号
を
取
得
し
、

一
九
六
七
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
同
地
に
大
学
講
師
と
し
て
滞
在
し
て
い
）
55
（
た
。
滞
在
中
に
は
、
後
に
妻
と
な
る
エ
デ
ィ
ス
（Edith 

Steinburg

）
と
共
に
、
隣
国
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
を
旅
し
て
い
）
56
（

る
。
彼
の
下
院
議
会
で
の
処
女
演
説
は
、
ロ
ー
デ
シ
ア
お
よ
び
南
ア
フ
リ

カ
に
対
す
る
文
化
的
・
学
術
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
へ
の
反
対
を
訴
え
る
内
容
で
あ
っ
）
57
（

た
。
そ
ん
な
リ
フ
キ
ン
ド
で
あ
っ
て
も
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の

合
意
を
得
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
妥
協
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
覚
悟
を
決
め
て
い
）
58
（
た
。

　
最
初
に
議
長
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
ポ
ー
ス
（Jacques Poos

）
外
相
が
提
案
し
た
案
は
、
控
え
め
な
内
容
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
が
、
議
長
国
の
案
に
様
々
な
制
裁
を
加
え
よ
う
と
し
た
が
、
リ
フ
キ
ン
ド
と
ゲ
ン
シ
ャ
ー
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（H
ans-D

ietrich G
enscher

）
西
ド
イ
ツ
外
相
が
協
調
し
て
阻
止
し
た
。
数
時
間
の
議
論
の
後
、
駐
在
武
官
の
引
き
上
げ
を
除
い
て
は
、
イ

ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
新
た
な
強
制
的
措
置
は
何
も
含
ま
れ
て
い
な
い
文
書
が
で
き
て
い
た
。
西
ド
イ
ツ
も
含
め
た
全
て
の
加
盟
国
が
駐
在

武
官
の
引
き
上
げ
を
望
ん
で
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
同
意
を
迫
っ
た
。
リ
フ
キ
ン
ド
は
、
首
相
官
邸
と
協
議
す
る
た
め
に
、
い
っ
た
ん
休
会

に
す
る
こ
と
を
求
め
）
59
（
た
。

　
リ
フ
キ
ン
ド
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
合
意
を
得
る
た
め
に
は
、
駐
在
武
官
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
は
受
け
入
れ
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、
首
相
官
邸
に
電
話
し
た
リ
フ
キ
ン
ド
は
、
制
裁
措
置
に
合
意
す
る
許
可
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
議
場
に
戻
っ
た
リ
フ

キ
ン
ド
は
、
他
の
加
盟
国
の
外
相
た
ち
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
声
明
の
制
裁
措
置
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
全
て
受
け
入
れ
る
が
、
制

裁
措
置
に
関
し
て
は
詳
細
を
検
討
す
る
た
め
に
時
間
の
猶
予
が
欲
し
い
と
伝
え
）
60
（
た
。

　
な
ぜ
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
合
意
へ
の
参
加
に
反
対
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
懸
念
し
て
い
た
の
は
駐

在
武
官
の
引
き
上
げ
と
石
油
の
禁
輸
で
あ
っ
）
61
（
た
。
駐
在
武
官
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
情
報
収
集
に
支
障
が
出

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
ま
た
、
石
油
の
禁
輸
に
関
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
が
既
に
実
質
的
に
と
っ
て
き
た
政
策
で
あ
っ
た
が
、
Ｅ
Ｃ
共
通
通

商
政
策
に
つ
い
て
規
定
し
た
ロ
ー
マ
条
約
一
一
三
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
石
油
輸
出
政
策
が
法
的
に
拘
束
さ
れ

る
事
態
が
懸
念
さ
れ
）
62
（

た
。
そ
う
な
れ
ば
、
後
に
南
ア
フ
リ
カ
情
勢
が
変
化
し
た
と
き
に
、
イ
ギ
リ
ス
独
自
の
判
断
で
禁
輸
を
解
除
で
き
な

く
な
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
）
63
（
る
。

　
石
油
の
禁
輸
に
関
し
て
は
、
欧
州
委
員
会
の
姿
勢
が
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
八
五
年
の
夏
以

降
、
ド
ロ
ー
ル
（Jacques D

elors

）
欧
州
委
員
長
や
シ
ェ
イ
ソ
ン
（Claude Cheysson

）
委
員
な
ど
が
南
ア
フ
リ
カ
の
問
題
に
強
い
関
心

を
示
し
て
お
）
64
（
り
、
七
月
三
一
日
に
は
欧
州
委
員
会
が
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
Ｅ
Ｃ
の
経
済
制
裁
が
必
要
だ
と
す
る
声
明
を
発
表
し
て
い
）
65
（
た
。

こ
う
し
た
積
極
性
は
、
欧
州
議
会
か
ら
の
高
い
関
心
に
よ
っ
て
後
押
し
さ
れ
て
い
）
66
（

た
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
合
意
が
成
立
し
た
後
も
、
欧
州

委
員
会
は
ロ
ー
マ
条
約
一
一
三
条
の
適
用
を
目
指
し
て
精
力
的
に
動
い
て
い
）
67
（
た
。
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イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
懸
念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
条
約
一
一
三
条
の
適
用
を
阻
止
す
る
上
で
は
、
西
ド

イ
ツ
の
協
力
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
西
ド
イ
ツ
政
府
内
の
対
立
が
あ
っ
た
。
自
由
民
主
党
所
属
の
ゲ
ン
シ
ャ
ー
外
相
が
持
ち

帰
っ
て
き
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
合
意
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（Christlich-Soziale U

nion: 

Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
に
所
属
す
る
四
人
の
閣

僚
が
公
然
と
反
対
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（Franz Josef Strauß

）
党
首
を
中
心
に
、
南
ア
フ
リ

カ
に
対
す
る
制
裁
に
強
く
反
対
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
コ
ー
ル
（H

elm
ut Kohl

）
首
相
は
曖
昧
な
姿
勢
に
終
始
し
）
68
（

た
。
九
月
一
七

日
の
朝
に
ハ
ウ
外
相
と
電
話
で
協
議
し
た
際
に
、
ゲ
ン
シ
ャ
ー
は
ロ
ー
マ
条
約
一
一
三
条
の
適
用
は
事
態
を
よ
り
複
雑
に
す
る
だ
け
だ
と

述
べ
て
、
欧
州
委
員
会
の
動
き
に
反
対
す
る
こ
と
を
約
束
し
）
69
（

た
。

　
駐
在
武
官
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
情
報
収
集
に
大
き
な
支
障
が
出
な
い
と
判
断
し
た
統
合
情
報
本
部
お
よ

び
国
防
省
か
ら
同
意
を
得
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
九
月
二
三
日
に
外
務
省
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
示
し
た
懸
念
点
は
全
て
解
決
さ
れ
た

と
し
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
合
意
へ
の
参
加
を
求
め
）
70
（
た
。
し
か
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
駐
在
武
官
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
姿
勢
を
崩
さ
な

か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
非
合
理
に
も
見
え
る
姿
勢
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
ボ
ー
タ
政
権
に
国
際
的
孤

立
を
感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
は
狙
い
の
一
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
当
時
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
国
内
か
ら
向
け
ら
れ

る
視
線
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
メ
デ
ィ
ア
向
け
の
表
現
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
女
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
立
場
に
合
わ
せ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
表
現
を
嫌
い
、
メ
デ
ィ
ア
向
け
に
「
よ

り
率
直
な
（m

ore forthright

）」
表
現
を
用
い
る
こ
と
を
外
務
省
に
求
め
て
い
）
71
（

る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
頭
の
中
で
は
、
こ
う
し
た
非
妥
協
的

な
姿
勢
が
保
守
党
支
持
者
か
ら
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
計
算
も
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
）
72
（
う
。

　
ハ
ウ
は
な
ん
と
か
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
説
得
し
よ
う
と
試
み
た
。
九
月
二
四
日
に
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
外
相
会
議
が
開
催
さ
れ
る
直
前
に
、
ハ
ウ

の
秘
書
官
が
滞
在
先
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
首
相
官
邸
に
電
話
を
か
け
、
国
連
や
英
連
邦
首
脳
会
議
で
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
は
駐
在
武
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官
の
引
き
上
げ
に
同
意
し
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
共
同
の
立
場
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
い
う
ハ
ウ
の
強
い
薦
め
を
伝
え
）
73
（
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
Ｅ
Ｃ

加
盟
国
で
の
合
意
は
イ
ギ
リ
ス
に
「
ほ
ん
の
一
時
的
な
安
全
」
を
も
た
ら
す
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、「
撤
収

（w
ithdraw

al

）」
で
は
な
く
「
召
還
（recall

）」
と
い
う
表
現
を
用
い
、
状
況
が
変
わ
れ
ば
南
ア
フ
リ
カ
に
戻
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と

を
条
件
に
、
渋
々
ハ
ウ
の
進
言
を
受
け
入
れ
）
74
（
た
。
こ
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
合
意
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
は
英
連
邦
首
脳
会
議
で
の
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
大
多
数
の
英
連
邦
加
盟
国
は
、

Ｅ
Ｃ
加
盟
国
に
よ
る
措
置
は
不
十
分
だ
と
見
て
い
た
た
め
で
あ
）
75
（
る
。
英
連
邦
首
脳
会
議
は
、
一
〇
月
一
六
日
か
ら
二
二
日
ま
で
カ
リ
ブ
海

に
浮
か
ぶ
島
国
バ
ハ
マ
の
首
都
ナ
ッ
ソ
ー
に
四
六
ヵ
国
の
首
脳
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
へ
の
批
判
は
二
〇
日
の
午
前
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
頂
点
に
達
し
、
ザ
ン
ビ
ア
の
カ
ウ
ン
ダ
（Kenneth Kaunda

）
大
統
領
、
イ
ン
ド
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
（Rajiv G

andhi

）
首
相
、
ケ

ニ
ア
の
キ
バ
キ
（M

w
ai Kibaki

）
大
統
領
ら
が
、
黒
人
の
生
命
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
人
の
雇
用
を
優
先
し
て
い
る
、
南
ア
フ
リ
カ
の
人
権
状

況
へ
の
関
心
が
足
り
な
い
、
な
ど
と
辛
辣
な
言
葉
で
経
済
制
裁
に
反
対
す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
非
難
し
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
う
し
た
言
葉

に
深
く
傷
つ
き
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
を
批
判
し
て
い
る
国
々
が
実
際
に
は
南
ア
フ
リ
カ
と
の
経
済
的
関
係
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
や
、

国
内
の
人
権
状
況
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
）
76
（
た
。

　
昼
食
休
憩
の
後
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
妥
協
案
を
提
示
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
ク
ル
ー
ガ
ー
ラ
ン
ド
金
貨
の
輸
入
禁
止
と
、
貿
易
使
節
団
へ
の

政
府
の
助
成
金
を
打
ち
切
る
こ
と
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
他
の
英
連
邦
諸
国
は
「
全
て
の
当
事
者
に
よ
る
暴
力
の
中
断
」
と
い
う
表
現
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
入
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
の
妥
協
案
が
拒
否
さ
れ
た
方
が
む
し
ろ
自
身
の
国
内
で
の
立
場
は
強

化
さ
れ
る
と
明
言
し
、
も
し
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
は
単
独
で
声
明
を
出
す
と
述
べ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
合
意
が
成
立
し
、

夜
の
全
体
会
議
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
妥
協
を
歓
迎
す
る
声
が
あ
が
っ
）
77
（
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
記
者
会
見
の
場
で
、
最
も
受
け
入
れ
難
か
っ
た
妥
協
は
何
だ
っ
た
か
を
尋
ね
ら
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
親

指
と
人
差
し
指
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
近
づ
け
て
カ
メ
ラ
に
示
し
、「
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
す
（A tiny little bit

）」
と
答
え
た
。
ハ
ウ
は
こ
の
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言
動
に
つ
い
て
、
他
の
首
脳
た
ち
を
侮
辱
し
、
た
っ
た
今
合
意
し
た
ば
か
り
の
政
策
の
価
値
を
下
げ
、
自
ら
の
品
位
も
貶
め
た
と
後
に
振

り
返
っ
て
い
）
78
（

る
。
ナ
ッ
ソ
ー
で
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
非
妥
協
的
な
姿
勢
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
い
て
も
大
き
く
報
道
さ
れ
）
79
（

た
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
本
格
的
な
制
裁
を
阻
止
し
た
こ
と
で
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
は
勢
い
を
増
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
反
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
運
動
の
活
発
さ
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
状
況
と
も
関
係
し
て
い
た
。
当
時
の
あ
る
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
の
三
人
に

二
人
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
下
で
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
分
断
が
深
ま
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
八
割
近
く
が
貧
富
の
差
が
拡
大
し
た
と
考
え

て
い
）
80
（
た
。
一
九
八
四
年
秋
に
始
ま
っ
た
全
国
炭
鉱
組
合
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
最
終
的
に
組
合
側
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し

た
社
会
的
分
断
を
象
徴
し
て
い
た
。
そ
し
て
当
時
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
の
デ
モ
に
は
、
他
の
様
々
な
理
由
か
ら
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権

に
反
対
し
て
い
る
人
々
も
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
）
81
（
る
。
一
一
月
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
行
わ
れ
た
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
に
反
対
す
る
行
進

（M
arch Against Apartheid

）」
に
は
一
五
万
人
が
参
加
し
、
群
衆
は
南
ア
フ
リ
カ
大
使
館
に
近
接
す
る
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
に
集
結
し

た
。
広
場
で
は
、
タ
ン
ボ
（O

liver Tam
bo
）
Ａ
Ｎ
Ｃ
議
長
や
、
ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
活
動
家
で
あ
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（Jesse Jackson

）
ら

が
演
説
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
経
済
制
裁
の
実
施
を
求
め
た
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
九
月
に
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
に
よ
る
制
裁
措
置
に
加
わ
っ
た
背
景
に
は
、
英
連
邦
諸
国
か

ら
の
批
判
を
抑
え
た
い
と
い
う
外
務
省
の
思
惑
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
合
意
へ
の
参
加
は
、
英
連
邦

首
脳
会
議
で
の
孤
立
を
避
け
る
こ
と
に
寄
与
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
合
意
が
英
連
邦
諸
国
の
求
め
る
水
準

に
全
く
達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
加
え
て
、
ナ
ッ
ソ
ー
で
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
、
他
の
英
連
邦
諸
国
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国

の
協
調
が
な
ぜ
重
要
な
の
か
、
そ
こ
で
の
義
務
に
な
ぜ
従
う
必
要
が
あ
る
の
か
を
示
そ
う
と
い
う
努
力
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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四
　「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
活
用
、
一
九
八
六
年

㈠
　
英
連
邦
有
識
者
使
節
団
の
挫
折

　
ナ
ッ
ソ
ー
英
連
邦
首
脳
会
議
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
更
な
る
制
裁
措
置
が
必
要
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
た
め
に
、
有
識
者
グ

ル
ー
プ
（Em

inent Persons G
roup

）
の
設
立
も
合
意
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
七
年
か
ら
一
九
七
九
年
に
か
け
て
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
軍
事

政
権
の
指
導
者
だ
っ
た
オ
バ
サ
ン
ジ
ョ
（O

lesegun O
basanjo

）
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
フ
レ
イ
ザ
ー
（M

alcolm
 Fraser

）
前
首
相
が
共

同
議
長
と
な
っ
）
82
（
た
。
ナ
ッ
ソ
ー
英
連
邦
首
脳
会
議
が
閉
会
し
て
か
ら
一
九
八
六
年
五
月
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
関
心
は
、
有
識
者
グ

ル
ー
プ
が
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
か
否
か
に
集
中
し
た
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
有
識
者
グ
ル
ー
プ
は
、
経
済
制
裁
を
先
延
ば
し
に
し
つ
つ
南
ア
フ
リ
カ
に
改
革
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
の
手

段
で
あ
っ
た
。
嫌
が
る
ボ
ー
タ
大
統
領
に
有
識
者
グ
ル
ー
プ
が
使
節
団
と
し
て
訪
問
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
さ
せ
た
の
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

の
説
得
で
あ
っ
）
83
（
た
。

　
一
九
八
六
年
三
月
二
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
南
ア
フ
リ
カ
に
滞
在
し
た
有
識
者
使
節
団
は
、
黒
人
居
住
区
を
訪
問
し
、
貧
困
と
暴
力

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
一
行
は
多
く
の
黒
人
指
導
者
と
会
い
、
マ
ン
デ
ラ
と
も
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府

は
分
裂
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
ボ
ー
タ
（Pik Botha

）
外
相
は
心
か
ら
改
革
を
望
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
ボ
ー
タ
大
統
領
は
白

人
の
反
発
へ
の
懸
念
か
ら
か
頑
迷
な
態
度
だ
っ
）
84
（

た
。
有
識
者
使
節
団
は
、
訪
問
最
終
日
の
一
三
日
に
南
ア
フ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
、
非
常

事
態
を
終
わ
ら
せ
て
居
住
区
か
ら
軍
を
撤
収
さ
せ
る
こ
と
、
マ
ン
デ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
指
導
者
を
釈
放
す
る
こ
と
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
を
合
法
化

し
て
政
治
的
活
動
を
許
可
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
四
月
二
四
日
に
南
ア
フ
リ
カ
政
府
か
ら
返
答
が
あ
っ
た
が
、
有
識
者
グ
ル
ー
プ
に

と
っ
て
満
足
で
き
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
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有
識
者
使
節
団
は
、
五
月
一
三
日
に
再
び
南
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
し
、
マ
ン
デ
ラ
と
も
再
び
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
南
ア
フ
リ

カ
政
府
内
の
保
守
派
は
、
有
識
者
使
節
団
と
の
交
渉
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
企
ん
で
い
た
。
一
行
が
滞
在
中
の
五
月
一
九
日
に
、
南
ア
フ
リ

カ
軍
が
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ザ
ン
ビ
ア
の
国
内
に
あ
る
「
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
拠
点
」
を
攻
撃
し
た
。
攻
撃
を
受
け
た
三
ヵ
国
は
い
ず
れ

も
英
連
邦
加
盟
国
で
あ
り
、
一
行
は
ジ
ン
バ
ブ
エ
で
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
指
導
者
た
ち
と
会
談
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
交
渉
そ
れ
自
体
の
停
滞
も

あ
っ
て
、
有
識
者
使
節
団
は
失
敗
に
終
わ
っ
）
85
（

た
。

　
そ
の
後
、
有
識
者
グ
ル
ー
プ
は
報
告
書
を
発
表
し
、
南
ア
フ
リ
カ
に
変
化
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
経
済
制
裁
が
不
可
欠
だ
と
結
論
づ
け

た
）
86
（

。
報
告
書
が
出
さ
れ
た
六
月
一
二
日
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
全
土
を
対
象
と
し
た
非
常
事
態
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
。
交
渉
に
よ
る
解
決
が

失
敗
し
た
以
上
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
再
び
制
裁
実
施
へ
の
圧
力
が
強
ま
る
こ
と
は
必
至
だ
っ
た
。
八
月
に
七
ヵ
国
の
首
脳
を
ロ
ン
ド
ン

に
集
め
て
英
連
邦
首
脳
会
議
を
開
催
し
、
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
）
87
（
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
再
び

Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
選
択
肢
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

㈡
　
ハ
ー
グ
欧
州
理
事
会
へ

　
今
や
単
な
る
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
報
復
措
置
だ
け
で
は
な
く
、
英
連
邦
の
解
体
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ
）
88
（

た
。
戦
間
期
か

ら
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
見
ら
れ
た
英
連
邦
の
役
割
へ
の
高
い
期
待
は
、
既
に
失
わ
れ
て
久
し
か
っ
）
89
（
た
。
そ
れ
で
も
イ
ギ
リ
ス
外
務
省

は
、
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
国
連
加
盟
国
全
体
が
成
員
で
あ
る
こ
の
枠
組
み
に
一
定
の
価
値
を
見
出
し
て
い
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
欧
州
共
同

体
が
外
交
政
策
の
二
本
柱
と
な
っ
た
一
九
八
〇
年
代
当
時
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
欧
州
域
外
世
界
に
お
い
て
、
英
連
邦
は
イ
ギ
リ
ス
お

よ
び
西
側
陣
営
の
経
済
的
・
地
政
学
的
利
益
の
増
進
に
様
々
な
形
で
活
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
）
90
（
た
。

　
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
の
中
で
、
六
月
中
旬
か
ら
ハ
ー
グ
欧
州
理
事
会
の
前
日
の
直
前
ま
で
、
外
務
省
と
首
相
官
邸
の
対
立
が
顕
在
化

し
た
。
一
方
で
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
早
期
に
何
ら
か
の
限
定
的
な
制
裁
措
置
に
合
意
す
る
こ
と
で
、
事
態
を
制
御
す
べ
き
だ
と
考
え
て
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い
）
91
（
た
。
他
方
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
う
し
た
外
務
省
の
姿
勢
を
「
敗
北
主
義
的
」
だ
と
見
な
し
て
い
）
92
（
た
。
彼
女
は
、
経
済
制
裁
を
先
延
ば

し
し
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府
が
改
革
に
乗
り
出
す
ま
で
の
時
間
を
稼
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
の
主
旨
か
ら
し
て
重
要
な
の
は
、
両
者
の
間
に
存
在
し
た
共
通
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
首
相
官
邸
も
外
務
省
も
、
Ｅ

Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
外
務
省
は
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
で
限
定
的
な
制
裁
措
置
に
合
意
し
、
そ
れ

を
基
に
主
要
先
進
国
の
「
統
一
戦
線
」
を
構
築
し
、
最
小
限
の
制
裁
措
置
で
英
連
邦
首
脳
会
議
を
乗
り
切
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
）
93
（

た
。
対
す

る
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
代
表
が
南
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
し
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
な
ど
の
先
進
工
業
国
と
協
議
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
制
裁
実
施
を
可
能
な
限
り
先
送
り
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
前
年
と
は
対
照
的
に
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国

の
枠
組
み
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
に
い
か
な
る
利
点
を
見
出
し
て
い
た
の
か
が
明
確
に
記
さ
れ
た
史
料
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な

い
が
、
様
々
な
証
拠
を
総
合
的
に
考
え
る
こ
と
で
彼
女
の
考
え
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
有
識
者
使
節
団
の
失
敗
を
受

け
て
、
英
連
邦
内
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
で
も
よ
り
強
力
な
制
裁
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
）
94
（

が
、
対
照
的
に
Ｅ
Ｃ
加
盟

国
の
枠
組
み
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
二
つ
の
点
で
活
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
七
月
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
Ｅ
Ｃ
議

長
職
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
常
設
事
務
局
の
存
在
し
な
い
欧
州
政
治
協
力
で
は
、
伝
統
的
に
議
長
国
の
役
割
が
大
き
く
、
Ｅ

Ｃ
域
外
の
諸
ア
ク
タ
ー
と
対
話
す
る
際
に
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
）
95
（
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
他
で
も
な
い
ハ
ウ
が
「
Ｅ
Ｃ
議
長
国
の
外

相
」
と
し
て
の
権
限
で
南
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
し
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
と
協
議
を
行
う
こ
と
で
、
経
済
制
裁
を
先
延
ば
し
に
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
の
で
あ
）
96
（

る
。

　
第
二
に
、
前
年
と
比
べ
て
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
の
「
意
見
の
バ
ラ
ン
ス
」
が
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
に
近
づ
い
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
三
月

二
〇
日
の
総
選
挙
で
共
和
国
連
合
が
勝
利
し
、
シ
ラ
ク
（Jacques Chirac

）
を
首
相
と
す
る
保
革
共
存
政
権
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
内
で
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
を
主
導
し
て
き
た
フ
ァ
ビ
ウ
ス
が
、
首
相
の
座
を
退
い
た
。
就
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任
以
前
か
ら
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
経
済
制
裁
に
反
対
し
て
い
た
シ
ラ
ク
は
、
四
月
二
六
日
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
会
談
し
た
際
に
も
、
経
済

制
裁
は
「
危
険
か
つ
無
益
」
だ
と
述
べ
て
、
前
政
権
か
ら
の
転
換
を
示
唆
し
て
い
）
97
（

た
。

　
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
西
ド
イ
ツ
政
府
内
の
変
化
で
あ
る
。
前
年
の
九
月
と
は
異
な
り
、
今
回
は
コ
ー
ル
首
相
が
自
ら
経
済
制
裁

へ
の
反
対
を
明
確
に
主
張
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
か
ら
の
反
対
を
抑
え
て
い
）
98
（
た
。
六
月
一
〇
日
の
朝
に
テ
ル
チ
ク
（H

orst Teltschik

）
外
交
顧
問
が

パ
ウ
エ
ル
補
佐
官
に
電
話
を
か
け
、
フ
レ
イ
ザ
ー
お
よ
び
オ
バ
サ
ン
ジ
ョ
と
の
会
談
を
終
え
た
コ
ー
ル
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
話
す
こ
と
を

切
望
し
て
い
る
と
伝
え
）
99
（
た
。
こ
れ
を
受
け
て
六
月
二
三
日
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
コ
ー
ル
と
電
話
で
協
議
し
た
。
経
済
制
裁
に
反
対
す
る

サ
ッ
チ
ャ
ー
の
話
を
聞
い
た
後
、
コ
ー
ル
は
「
完
全
に
同
じ
」
立
場
だ
と
述
べ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
同
じ
く
、
コ
ー
ル
も
果
物
と
野
菜
の

輸
入
禁
止
に
は
と
り
わ
け
反
対
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
他
の
先
進
工
業
国
と
の
協
議
や
、
ハ
ウ
の
南
ア
フ
リ
カ
訪
問
に
も
賛
成
を
示
し
た
。

両
者
は
そ
の
後
も
緊
密
な
連
携
を
と
る
こ
と
を
確
認
し
）
100
（
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
方
針
は
、
欧
州
理
事
会
が
近
づ
く
中
で
、
大
部
分
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
考
え
に
従
っ
て
制
裁
先
送
り
を
目
指
す
方
向
で

定
め
ら
れ
て
い
っ
）
101
（

た
。
そ
の
一
方
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
思
惑
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
で
の
合
意
も
必
要
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｃ

加
盟
国
内
の
「
意
見
の
バ
ラ
ン
ス
」
が
イ
ギ
リ
ス
に
有
利
に
傾
い
て
い
た
も
の
の
、
経
済
制
裁
を
望
む
加
盟
国
が
多
数
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
か
っ
た
。
六
月
一
六
日
の
Ｅ
Ｃ
外
相
理
事
会
で
は
、
大
多
数
の
加
盟
国
が
、
欧
州
理
事
会
ま
で
に
何
ら
か
の
経
済
的
措
置
を
決

定
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
）
102
（
た
。
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
は
、
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
野
菜
、
果
物
、
ワ
イ

ン
の
輸
入
禁
止
を
望
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
受
け
入
れ
難
か
っ
）
103
（

た
。
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
救
い
だ
っ
た
の
は
、
前
年
と

は
異
な
り
欧
州
委
員
会
が
加
盟
国
の
意
思
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
ロ
ー
マ
条
約
一
一
三
条
の
適
用
を
さ
ほ
ど
心
配
せ
ず
済
ん

だ
こ
と
で
あ
）
104
（
る
。

　
も
し
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
い
か
な
る
妥
協
も
拒
む
つ
も
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
で
の
合
意
を
拒
否
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ

が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
妥
協
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
始
め
て
い
た
。
欧
州
理
事
会
に
先
立
つ
六
月
二
三
日
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
Ｅ
Ｃ
議
長
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国
オ
ラ
ン
ダ
の
ル
ッ
ベ
ル
ス
（Ruud Lubbers

）
首
相
と
電
話
で
協
議
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
い
く
つ
か
の
加
盟
国
だ

け
で
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
制
裁
措
置
を
と
る
事
態
は
避
け
た
い
と
い
う
点
で
ル
ッ
ベ
ル
ス
と
一
致
し
て
い
）
105
（

る
。
こ
こ
に
は
、
多
少
妥
協

し
て
で
も
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
合
意
を
得
た
い
と
い
う
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
考
え
が
表
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
姿
勢
の
背
後
に
は
、
保
守
党
内
で
の
「
意
見
の
バ
ラ
ン
ス
」
の
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
表

立
っ
て
経
済
制
裁
に
反
対
し
て
い
た
保
守
党
議
員
は
八
〇
人
程
度
で
あ
）
106
（

り
、
も
は
や
保
守
党
の
大
多
数
が
経
済
制
裁
に
反
対
し
て
い
る
と

ま
で
は
い
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
）
107
（
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
六
月
一
九
日
に
経
済
制
裁
に
反
対
す
る
保
守
党
議
員
た
ち
と
面
会
し
た
際
に
、

も
し
現
在
の
立
場
を
変
更
す
れ
ば
「
撤
退
か
つ
敗
北
」
だ
と
見
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
警
告
を
受
け
た
。
そ
の
際
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
彼
ら
に

対
し
て
、
党
を
一
つ
に
保
つ
こ
と
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
強
調
し
た
上
で
、
欧
州
理
事
会
で
は
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
新
た
な
措
置
に
合
意

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
）
108
（
る
。

　
六
月
二
六
日
か
ら
二
七
日
に
か
け
て
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
、
南
ア
フ
リ
カ
へ
の
経
済
制
裁
は
最
大
の
ア
ジ
ェ

ン
ダ
と
な
っ
た
。
一
日
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
コ
ー
ル
が
経
済
制
裁
に
反
対
す
る
理
由
を
述
べ
、
そ
れ
を
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
援
護
し
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ミ
ラ
ン
ダ
（Pedro Pires de M

iranda
）
外
相
も
続
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
経
済
制
裁
の
実
施
を
望

む
と
述
べ
つ
つ
も
、
制
裁
に
反
対
す
る
コ
ー
ル
に
も
一
定
の
配
慮
を
示
し
た
。
だ
が
、
議
長
国
オ
ラ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
し
て
、
制
裁
に
積

極
的
な
加
盟
国
も
多
く
、
議
論
の
決
着
は
つ
か
な
か
っ
）
109
（
た
。

　
二
日
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
前
に
、
コ
ー
ル
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
議
場
の
外
で
、
ル
ッ
ベ
ル
ス
に
英
独
共
同
の
制
裁
措
置
の
案
を
手

渡
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
と
、
ル
ッ
ベ
ル
ス
は
、
二
ヵ
月
以
内
に
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
返
事
が
な
け
れ
ば
自
動
的
に
制
裁
が
実
施
さ

れ
る
と
い
う
条
項
を
含
ん
だ
案
を
提
示
し
た
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
コ
ー
ル
、
ミ
ラ
ン
ダ
は
受
け
入
れ
を
拒
ん
だ
。
大
勢
が
決
し
た
の
は
、

ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
英
独
の
案
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
表
明
し
た
時
で
あ
っ
た
。
他
の
加
盟
国
の
首
脳
は
、
雪
崩
を
打
っ
た
か
の
よ
う
に
英
独

の
案
を
受
け
入
れ
て
も
よ
い
と
表
明
し
、
孤
立
し
た
オ
ラ
ン
ダ
は
最
終
的
に
妥
協
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
）
110
（
た
。
こ
う
し
て
経
済
制
裁
の
決
定
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は
先
送
り
さ
れ
、
ハ
ウ
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
を
代
表
し
て
南
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
す
る
こ
と
と
、
新
規
投
資
の
禁
止
と
鉄
、
鉄
鋼
、
石
炭
の
輸
入

禁
止
な
ど
の
措
置
に
つ
い
て
、
以
後
三
ヵ
月
の
間
に
他
の
先
進
国
と
協
議
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
）
111
（

た
。

㈢
　
経
済
制
裁
の
決
定

　
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
の
勢
い
は
、
欧
州
理
事
会
の
翌
日
、
六
月
二
八
日
に
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
日
、

ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
を
出
発
し
た
デ
モ
隊
は
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
、
ク
ラ
ッ
パ
ム
・
コ
モ
ン
と
い
う
公
園
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
は
「
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
に
反
対
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
（Artists Against Apartheid

）」
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
自
由
の
た
め
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（Festival for Freedom

）」
が
開
催
さ
れ
、
二
五
万
人
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
・
ソ
ン
グ
「
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
に

自
由
を
（Free N

elson M
andela

）」
の
作
曲
者
で
あ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
も
深
く
関
わ
っ
た
ジ
ェ
リ
ー
・
ダ
マ
ー
ズ
（Jerry 

D
am

m
ers

）
は
、
後
に
こ
の
日
を
「
人
生
で
最
も
誇
ら
し
い
日
」
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
）
112
（
る
。

　
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
深
刻
に
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
は
、
む
し
ろ
英
連
邦
が
崩
壊
す
る
可
能
性
で
あ
っ
た
。
七
月
二
四
日
か
ら
八

月
二
日
か
け
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
四
年
に
一
度
の
英
連
邦
競
技
大
会
（Com

m
onw

ealth G
am

es

）
に
は
、
三
二

ヵ
国
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
表
明
し
た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
報
復
措
置
を
検
討
し
て
い

た
）
113
（

。
ま
た
、
ザ
ン
ビ
ア
の
カ
ウ
ン
ダ
大
統
領
は
英
連
邦
か
ら
の
脱
退
を
繰
り
返
し
示
唆
し
て
い
）
114
（

た
。
英
連
邦
か
ら
イ
ギ
リ
ス
を
追
放
す
べ

き
だ
と
い
う
声
ま
で
も
が
囁
か
れ
始
め
た
。
こ
う
し
た
事
態
が
現
実
化
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
中
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
も
弱
ま
り
、

イ
ギ
リ
ス
の
国
際
的
威
信
に
傷
が
つ
く
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
）
115
（

た
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
政
府
と
王
室
の
関
係
を
緊
張
さ
せ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
（Elizabeth II

）
は
英
連
邦
の
長
（H

ead of the 

Com
m
onw

ealth

）
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
七
月
二
〇
日
の
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
は
、
女
王
が
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
南
ア
フ
リ

カ
政
策
を
懸
念
し
て
い
る
と
い
う
「
女
王
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
か
ら
の
リ
ー
ク
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
女
王
は
英
連
邦
の
長
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期
的
価
値
を
重
視
し
て
お
り
、
制
裁
に
関
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
妥
協
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
女
王
の
懸
念
は

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
政
治
手
法
全
般
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、「
思
い
や
り
が
な
く
、
対
決
的
で
あ
り
、
社
会
に
不
和
を
生
じ
さ
せ
る
」
ア

プ
ロ
ー
チ
を
憂
慮
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
）
116
（
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
世
論
も
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
姿
勢
に
批
判
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
七
月
三
〇
日
か
ら
三
一
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
あ
る
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
南
ア
フ
リ
カ
政
策
に
満
足
し
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
、
前
年
一
一
月
の
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
年
五
月
の
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
〇
ポ
イ
ン
ト
あ
ま
り
上
昇
し
て
い
た
。
そ
の

結
果
だ
ろ
う
か
、
労
働
党
の
支
持
率
が
保
守
党
の
支
持
率
を
逆
転
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
）
117
（

た
。

　
こ
う
し
た
中
で
ハ
ウ
外
相
は
、
成
功
の
見
込
み
は
薄
い
と
考
え
て
い
た
も
の
）
118
（
の
、
ハ
ー
グ
欧
州
理
事
会
で
の
合
意
に
従
っ
て
、
Ｅ
Ｃ
加

盟
国
を
代
表
し
て
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
を
二
度
訪
問
し
た
。
七
月
九
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
の
一
度
目
の
訪
問
で
は
、
ボ
ー
タ
大
統
領

か
ら
会
談
を
断
ら
れ
た
た
め
、
南
ア
フ
リ
カ
の
周
辺
諸
国
を
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ハ
ウ
は
、
ザ
ン
ビ
ア
で
は
カ
ウ
ン
ダ

大
統
領
か
ら
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
で
は
ム
ガ
ベ
（Robert M

ugabe

）
首
相
か
ら
経
済
制
裁
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
厳
し
い
批
判
を
受

け
）
119
（
た
。

　
二
度
の
訪
問
の
合
間
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
ハ
ー
グ
欧
州
理
事
会
で
の
合
意
に
従
っ
て
、
他
の
先
進
国
と
協
議
を
行
っ
た
。
ハ
ウ
は

七
月
一
七
日
に
渡
米
し
、
シ
ュ
ル
ツ
国
務
長
官
、
ル
ー
ガ
ー
（Richard Lugar

）
上
院
外
交
委
員
長
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
会
談
し
た
。

秋
の
中
間
選
挙
が
迫
る
中
で
、
多
く
の
議
員
た
ち
は
黒
人
票
の
獲
得
を
狙
っ
て
い
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
大
統
領
の
演
説
に
よ
っ
て
、

議
会
の
勢
い
を
止
め
る
方
策
を
検
討
し
て
い
た
が
、
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
だ
っ
た
。
ハ
ウ
は
シ
ュ
ル
ツ
に
対
し
て
、
先
進
国

が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
が
制
裁
措
置
を
と
る
九
月
末
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
も
制
裁
措
置
を
控

え
て
欲
し
い
と
伝
え
た
。
シ
ュ
ル
ツ
も
ル
ー
ガ
ー
も
、
お
そ
ら
く
議
会
が
本
格
的
に
動
き
だ
す
の
は
九
月
以
降
だ
ろ
う
と
示
唆
し
）
120
（

た
。

　
日
本
と
の
協
議
は
、「
Ｅ
Ｃ
議
長
国
の
政
務
局
長
」
と
な
っ
た
ト
ー
マ
ス
事
務
次
官
代
理
が
担
当
し
）
121
（
た
。
ト
ー
マ
ス
は
七
月
一
四
日
に
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東
京
で
梁
井
新
一
外
務
審
議
官
ら
と
会
談
し
、
欧
州
理
事
会
で
の
決
定
の
背
景
と
ハ
ウ
の
南
部
ア
フ
リ
カ
訪
問
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
し
、

日
本
側
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
。
梁
井
は
日
本
が
独
自
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
予
定
は
な
い
と
説
明
し
、
今
後
も
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

り
続
け
る
こ
と
を
強
く
求
め
た
。
こ
う
し
た
様
子
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
か
ら
遅
れ
を
と
る
こ

と
を
嫌
っ
て
歩
調
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
取
っ
）
122
（

た
。

　
ハ
ウ
は
、
七
月
二
三
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
へ
の
二
度
目
の
訪
問
を
行
っ
た
。
ハ
ウ
は
南
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ツ
ツ
（D

esm
ond Tutu

）
司
教
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
黒
人
指
導
者
か
ら
面
会
を
拒
否
さ
れ
た
。
再
び
訪
問
し

た
ザ
ン
ビ
ア
で
は
、
記
者
団
の
前
で
カ
ウ
ン
ダ
か
ら
、「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
口
づ
け
し
て
い
る
」
と
の
厳
し
い
批
判
を
受
け
）
123
（

た
。
訪
問

最
終
日
の
ボ
ー
タ
大
統
領
と
の
会
談
は
険
悪
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
ボ
ー
タ
は
武
力
闘
争
を
放
棄
し
な
い
限
り
、
マ
ン
デ
ラ
の
釈
放
や
Ａ
Ｎ

Ｃ
と
の
交
渉
は
あ
り
え
な
い
と
明
言
し
）
124
（

た
。
訪
問
の
成
果
は
全
く
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
会
談
に
つ
い
て
、
タ
イ
ム
ズ
紙
は
「
外
交
の

歴
史
に
お
い
て
最
も
完
全
な
る
侮
辱
の
一
つ
」
だ
っ
た
と
評
し
）
125
（
た
。

　
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
ハ
ウ
は
、
七
月
三
〇
日
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
協
議
し
た
。
こ
の
時
ま
で
に
は
、
九
月
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
議
会

が
何
ら
か
の
制
裁
措
置
を
と
る
の
は
確
実
と
な
っ
て
い
た
。
七
月
二
二
日
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
よ
る
演
説
は
、
南
ア
フ
リ
カ
が
既
に
実

施
し
た
「
民
主
的
改
革
」
へ
の
賞
賛
と
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
へ
の
批
判
に
重
き
が
置
か
れ
過
ぎ
て
い
た
た
め
、
完
全
な
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
）
126
（

た
。
ハ

ウ
は
、
英
連
邦
首
脳
会
議
の
場
で
、
今
後
数
ヵ
月
以
内
に
南
ア
フ
リ
カ
の
状
況
が
改
善
し
な
け
れ
ば
、
ハ
ー
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
記
載
さ

れ
た
措
置
を
と
る
こ
と
を
明
言
す
べ
き
だ
と
進
言
し
た
。
ハ
ウ
は
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
英
連
邦
諸
国
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
利

益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
理
由
を
説
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
経
済
制
裁
は
南
ア
フ
リ
カ
の
変
化
に
は
繫
が
ら

な
い
た
め
「
全
く
気
が
進
ま
な
い
」
と
述
べ
た
）
127
（
が
、
自
動
的
に
制
裁
を
実
施
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

を
条
件
に
、
こ
の
進
言
を
受
け
入
れ
）
128
（

た
。

　
以
上
の
や
り
取
り
か
ら
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
は
明
確
に
は
読
み
取
れ
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な
い
。
そ
の
一
方
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
英
連
邦
首
脳
会
議
に
先
立
っ
て
何
人
か
の
首
脳
と
会
談
し
た
際
の
記
録
に
は
、
彼
女
が
Ｅ
Ｃ
加
盟

国
の
枠
組
み
を
他
の
英
連
邦
諸
国
を
説
得
す
る
上
で
積
極
的
に
活
用
し
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
会
談
の
中
で
、
イ
ギ
リ

ス
に
は
他
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
義
務
が
あ
り
、
よ
り
広
い
先
進
国
と
も
制
裁
の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
必
要
が

あ
る
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
説
明
に
、
カ
ナ
ダ
の
マ
ル
ル
ー
ニ
ー
（Brian M

ulroney

）
首
相
や
イ
ン
ド
の
ガ
ン

デ
ィ
ー
首
相
は
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
）
129
（
る
。

　
八
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ー
ル
バ
ラ
・
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
た
英
連
邦
首
脳
会
議
の
場
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
ハ
ー

グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
記
載
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
共
同
で
の
制
裁
措
置
へ
の
参
加
を
表
明
し
た
。
加
え
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
ナ
ッ
ソ
ー
合

意
に
記
載
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
措
置
に
も
同
意
し
た
。
多
く
の
英
連
邦
首
脳
は
よ
り
本
格
的
な
制
裁
を
望
ん
だ
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
多

く
の
英
連
邦
加
盟
国
が
他
の
地
域
的
枠
組
み
に
属
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｃ
に
属
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
し
て
の

義
務
に
従
う
必
要
が
あ
る
の
だ
と
度
々
強
調
し
て
い
）
130
（
る
。
結
局
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
他
の
英
連
邦
首
脳
を
完
全
に
は
満
足
さ
せ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
英
連
邦
の
分
裂
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
記
者
会
見
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
口
調
は
「
融
和
的
」
だ
っ
）
131
（

た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
国
際
的
非
難
は
ひ
と
ま
ず
鎮
静
化
し
た
。
カ
ウ
ン
ダ
や
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
英
連
邦
か
ら
の
脱
退
を
思
い

と
ど
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
制
裁
の
話
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
カ
リ
モ
ア
（Charles Cullim

ore

）
中
央
ア
フ
リ
カ
局
長
は
、
イ
ギ

リ
ス
国
内
に
お
い
て
も
、「
偽
善
的
」
か
つ
「
非
民
主
的
」
な
ア
フ
リ
カ
人
指
導
者
か
ら
指
図
さ
れ
る
の
を
防
い
だ
と
し
て
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
の
姿
勢
へ
の
支
持
は
強
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
）
132
（
る
。
タ
イ
ム
ズ
紙
も
、
保
守
党
内
に
お
い
て
右
派
と
左
派
の
双
方
か
ら
サ
ッ
チ
ャ
ー

へ
の
評
価
が
高
ま
っ
た
と
報
じ
て
い
）
133
（

る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
他
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
と
も
に
、
九
月
一
六
日
に
経
済
制
裁
の
実
施
を
正
式
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
西
ド
イ

ツ
の
反
対
に
よ
っ
て
、
結
局
石
炭
の
禁
輸
に
関
し
て
は
実
行
に
移
さ
れ
ず
、
新
規
投
資
の
禁
止
お
よ
び
鉄
と
鉄
鋼
の
輸
入
禁
止
の
み
が
実

行
に
移
さ
れ
）
134
（
た
。
九
月
一
八
日
に
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
緊
密
に
協
議
し
て
い
た
日
本
も
、
制
裁
措
置
を
発
表
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
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も
、
レ
ー
ガ
ン
の
拒
否
権
が
覆
さ
れ
る
形
で
包
括
的
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
法
案
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
西
側
先
進
国

が
揃
っ
て
経
済
制
裁
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
欧
米
メ
デ
ィ
ア
の
南
ア
フ
リ
カ
へ
の
注
目
は
低
下
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
南
ア
フ
リ
カ
で
デ

ク
ラ
ー
ク
（Frederik W

illem
 de Klerk

）
政
権
が
改
革
に
乗
り
出
し
、
マ
ン
デ
ラ
が
釈
放
さ
れ
る
一
九
九
〇
年
二
月
ま
で
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
共

同
で
の
経
済
制
裁
に
加
わ
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間
の
外
交
政
策
協
力
を
、
南
ア
フ
リ
カ
で
の
経
済
的
利
益
を
守
り
つ
つ
、
英
連
邦
の
解
体
を
防
ぐ
た
め
の

手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
は
、
他
の
加
盟
国
と
意
見
が
近
く
か
つ
幅
広
い
加
盟
国
を
含

ん
で
い
る
点
で
、
他
の
枠
組
み
と
比
べ
て
活
用
し
や
す
か
っ
た
。
英
連
邦
や
国
連
安
保
理
で
は
経
済
制
裁
に
賛
成
す
る
国
が
多
数
を
占
め

て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
制
裁
に
向
け
て
議
会
か
ら
の
強
い
圧
力
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
仮
に
ア
メ
リ
カ
が
既
存
の
政
策

を
維
持
で
き
た
と
し
て
も
、
英
米
二
ヵ
国
だ
け
で
は
国
際
的
非
難
を
抑
え
る
た
め
に
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｃ
加

盟
国
の
枠
組
み
は
幅
広
い
加
盟
国
を
含
ん
で
お
り
、
か
つ
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
に
近
い
合
意
を
つ
く
れ
る
場
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
以
上
に
加

え
て
、
一
九
八
六
年
の
英
連
邦
首
脳
会
議
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
示
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
し
て
の
「
義
務
」
を
強
調
す
る
こ
と
は
、

英
連
邦
で
の
決
定
の
み
に
は
従
え
な
い
理
由
と
し
て
提
示
し
や
す
か
っ
た
。

　
他
方
で
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
他
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
に
よ
っ
て
圧
力
を
か
け
ら
れ
、
望
ま
な
い
立
場
の
受
け
入
れ
を
強
い
ら
れ
る
リ
ス
ク
も

あ
っ
た
。
他
の
枠
組
み
と
比
べ
れ
ば
意
見
が
近
い
加
盟
国
が
多
い
と
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
の
間
に
は
立
場
の
相
違
が
存

在
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
か
否
か
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内

の
状
況
に
も
依
存
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
八
五
年
当
初
に
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
有
効
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
が
、
翌
一
九
八
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六
年
に
は
同
じ
枠
組
み
を
有
効
に
活
用
で
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
西
ド
イ
ツ
の
立
場
の
変
化
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内

の
「
意
見
の
バ
ラ
ン
ス
」
が
イ
ギ
リ
ス
に
有
利
に
傾
い
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
一
九
八
六
年
七
月
か
ら
Ｅ
Ｃ
議
長
職
を
担
当
し
た
こ
と

で
イ
ギ
リ
ス
が
域
外
ア
ク
タ
ー
と
の
対
話
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
柔
軟
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
Ｅ
Ｃ
共
通

通
商
政
策
に
つ
い
て
規
定
し
た
ロ
ー
マ
条
約
一
一
三
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
石
油
輸
出
政
策
が
法
的
に
拘
束
さ
れ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
政
策
変
更
で
き
な
く
な
る
事
態
を
懸
念
し
て
い
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
は
中
心
的
で

は
あ
っ
て
も
唯
一
の
枠
組
み
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間
の
合
意
を
基
礎
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本

な
ど
の
他
の
先
進
国
と
の
政
策
協
調
を
模
索
し
た
こ
と
に
表
れ
て
い
）
135
（
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
欧
州
共
同
体
の
機
構
改
革
に
関
す
る
議
論

の
場
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
連
邦
主
義
的
な
「
共
通
外
交
政
策
」
構
想
に
反
対
し
た
背
景
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
の
活
用
に
関
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
個
性
が
発
揮
さ
れ
た
部
分
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
外
務
省

と
比
べ
て
国
内
世
論
、
と
り
わ
け
保
守
党
支
持
者
か
ら
の
支
持
を
重
視
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
自
体
は
首
相
お
よ
び
保
守
党
党
首
と
し

て
の
立
場
を
考
え
れ
ば
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
個
性
は
、
彼
女
が
し
ば
し
ば
示
し
た
極
度
に
非
妥
協
的
な
交

渉
姿
勢
に
表
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
九
八
五
年
当
初
に
は
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
内
で
の
合
意
形
成
を
困
難
に
し
た
。
他
方
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
国

内
外
の
状
況
が
変
化
し
た
翌
年
に
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
積
極
的
に
活
用
し
、
英
連
邦
首
脳
会
議
の
場
で
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
加
盟

国
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
彼
女
な
り
の
計
算
に
基
づ
い
て
有
益
だ
と
判
断

す
れ
ば
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
活
用
す
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
姿
勢
を
と
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
帝
国
と
し
て
の
経
験
に
由
来
す
る
欧
州
域
外
世
界
と
の
繫
が
り
は
、
し
ば
し
ば
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
そ
の
加
盟

国
と
の
協
力
の
代
替
的
選
択
肢
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
両
者
は
む
し
ろ
密
接
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
欧
州
懐
疑
主
義
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
同
政
権
の
下
で
も
、
欧
州
域
外
世
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界
で
の
利
益
を
守
る
た
め
に
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
が
活
用
さ
れ
て
い
た
。
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間
の
外
交
政
策
協
力
は
、
目
立
ち
は
し
な
い
も

の
の
、
イ
ギ
リ
ス
が
複
雑
な
国
際
関
係
の
中
で
活
用
す
る
多
元
的
・
重
層
的
な
枠
組
み
の
中
の
重
要
な
一
部
分
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
1
）  Stephen H

ow
e, 

‘Decolonisation and im
perial aftershocks; the Thatcher years

’, in Ben Jackson and Robert Saunders （eds.

）, 
M

aking Thatcher

’s Britain （Cam
bridge U

niversity Press, 2012

）, pp. 234 -252.

（
2
）  

例
え
ば
、
当
該
期
の
イ
ギ
リ
ス
が
欧
州
域
外
世
界
で
経
験
し
た
最
大
の
危
機
で
あ
る
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
戦
争
の
相
手
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
く

「
西
側
」
に
属
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
あ
っ
た
。
西
側
陣
営
の
盟
主
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
、
冷
戦
戦
略
上
の
考
慮
か
ら
、
戦
争
開
始
当
初
は
ど
ち

ら
を
支
持
す
る
か
に
つ
い
て
曖
昧
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。Richard Aldous, Reagan and Thatcher: The D

ifficult Relationship 

（H
utchinson, 2012

）, pp. 69 -94; Andrea Chiam
pan, 

‘Running w
ith the H

are, H
unting w

ith the H
ounds: The Special Relationship, 

Reagan

’s Cold W
ar and the Falklands Conflict

’, Diplom
acy and Statecraft 24: 4 （2013

）, pp. 640 -660.

（
3
）  

Ｅ
Ｃ
と
は
一
九
六
七
年
に
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
、
欧
州
経
済
共
同
体
、
欧
州
原
子
力
共
同
体
が
併
合
し
て
成
立
し
た
機
構
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
欧
州
政
治
協
力
は
一
九
七
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間
の
外
交
政
策
協
力
の
た
め
の
枠
組
み
で
あ
り
、
欧
州
理
事
会
は
一
九
七

五
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
首
脳
会
議
で
あ
る
。
欧
州
政
治
協
力
と
欧
州
理
事
会
は
、
い
ず
れ
も
Ｅ
Ｃ
は
法
的
に
は
区
別
さ
れ
て

い
た
が
、
実
態
と
し
て
は
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
本
稿
で
「
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
」
と
い
っ
た
場
合
、
Ｅ
Ｃ
、
欧
州
政
治
協
力
、
欧
州
理
事

会
の
全
て
を
含
む
。

（
4
）  John Frederick Parks, 

‘Britain

’s South African foreign policy 1979 -1989: bilateralism
 and m

ultilateralism

’, unpublished Ph. D. 
Thesis 

（Keele U
niversity, 1997

）, pp. 202 -262. 

こ
の
研
究
の
中
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
枠
組
み
を
国
際
的
非
難
の
遮
断
と
い

う
目
的
で
活
用
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
当
時
の
政
策
決
定
者
に
よ
る
証
言
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
動
機
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。Ibid., pp. 214 -215.

（
5
）  M

artin H
olland, The European Com

m
unity and South A

frica: European Political Co-operation U
nder Strain （Pinter, 1988

）; 
idem

., European U
nion Com

m
on Foreign Policy: From

 EPC to CFSP Joint A
ction and South A

frica 

（Palgrave M
acm

illan, 
1995

）, pp. 39 -47; Sim
on J. N

uttall, European Political Co-operation （O
xford U

niversity Press, 1992

）, pp. 230 -237.

（
6
）  

本
稿
が
分
析
に
用
い
る
主
な
史
料
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
首
相
府
お
よ
び
外
務
省
の
文
書
で
あ
る
。
外
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